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日 立 引 出 形 低 圧 気 中 遮 断 器

HitachiDrawout Type Low Voltage Air Circuit Breaker
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K6tarb Nakagawa

内 容 梗 概

発電所運転ならびに一般産業における生産技術の合理化が進むにつれ,低圧電気設備はその重要度を

加え,電源容量も増大の傾向にある｡したがって最も経済的,能率的で信頼のできる低圧配電設備が強

く要望されている｡そのため低圧負荷群の中心部に設置して.配電能

発

と経済効果とを向上せしめるい

わゆるパワーセンターと称する新しい低圧配電設備が最近多く採用されるに至り,この開閉装置として

の低圧メタルタラツド配電盤ならびにこれに装備される小形大容量の引出形気中遮断器が重要視される

わけである｡本稿では3DCB形引出形気中遮断器とこれを装備したLHS形低圧メタルクラッドの性

能,特長を紹介する｡

1.緒 言

所運転ならびに一般産業における生産技術の合理

化が進むにつれ,低圧電気設備ほいよいよ重要度を加

え,電源容量もまた増大の傾向にある｡その結果として

最も経済的能率的で信頼のできる低圧酉己電設備が強く要

望されている.｡そのため低圧負荷群の中心部に設置し

て,配電能率と経済効果を向上せしめるいわゆるパワー

センターと称する新しい低圧配 設備が最近多く採用さ

れるに至り,この開閉装置としての低圧メタルクラッド

酉己 盤ならびにこれに立体的に装備される小形大

量の引出形気中 断器が重要視されるわけである｡

断容

日立製作所で最近東北電力株式会社上野尻発電所,

菱ボンネル株式会社広島工場に納めた低圧配電設備ほそ

の好適例である｡

本稿でほ日立3DCB形引出形気中 断器とこれを装

備した低圧メタルクラッドの性能,特長を紹介する｡

2.日立引出形低圧気中遮断器の特長

日立引出形低圧気中 断器の特長の要点は,大容量気

断器として,その接触部および消孤室は特殊材料を

使用した特別構造として大

め,過負荷,短絡の選択

断性能を付与せし

動作式の過

電流引外装置を具備していることであるが,そのほかに

引出形としてメタルクラッド配電盤に収納されるため,

j侍に次の点を考

(1)

(2)

(3)

と｡.

(4)

(5)

と｡

して設計されたものである｡

小形でデッドフロン†であること｡

互換性があること｡

断時におけるイオン化ガスの発生が少ないこ

インターロック装置が完備していること｡

必要な操作がメタルタラッド扉外よりできるこ

日立製作所国分工場

第1図 3DCB50形03THA式低圧気中遮断器

第1表 日立引出形低圧気中遮断器の定格

定格電流は下記による

40,50,70,90,100,125,150,175,200,225,250,300,350,

400,500,600,800,1,000,1,200,1,600,2,000,2,500,3,000

弟l図に日立引出形低圧気中 断器の外観を示す｡

3.日立引出形低圧気中遮断器の定格

日立引出形低圧気中

りである｡

弟2図に

ほ

断器の定格は第l表に示すとお

断試験オシログラムの一例を示す｡弟3図

鹸回路である｡

なお,気中 断器の定格に関する規格適用上の二,

の事項について述べる｡

3.1定格遮断電流

気中 断器の定格 断電流はJEC,NK,NEMA,ASA

などの各規格で定められているが,その決め方に多少の
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差異がある｡すなわちいずれも直流分を含んだ全電流

(RMS)値で規定しているが,NEMA,ASA,NKでは

故障発生後0.5～の瞬間における電流値をとり,JECで

は発弧直前の値をとってt■､るご一般に直流分を含んだ故

障電流は減衰するので,同じ回路条件であっても,規定

する瞬間の差異によって電流値ほ異なってくる=すなわ

ち気中 断器の開極時 3体大矧 ′↓程度であるので,今

0･5～後の電流をよ0.5とL,3～後の電流を･らとすれ

ば,一般に

20･5

≒1.2{､ノ1.3

発電樫 原護用法折芸 摸入違折憲

毒.E素子振子

差圧岩
∴.J ∴

､

リアクトル

第3図 試 験 路

第4i巻 第2号

第2表 温度上昇限度比較表
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注;* 単独の場合は周囲温度400Cであるが,メタルクテッドなどに

収納した場合は15DC･加えて55DCとしたものである｡

第3蓑 竜格 電流最小値

程度となる｡日立低圧気中 断器でほ, 断浩適用上

の短絡電流の計算,母線および保護機器の短絡強度計算

などの便宜から,NEMAの規定に従って定格 断電流

を定めてある.二:したがってJECによる場合は約20%'減

じて適用すればよいこととなる‥

3.2 定格電流

定格電流は許容温度上昇限度によγ二て左右きれるもの

である｡JECでは周囲温度を400CとLて,メタルクラ

ツドなどに収納された場合を規定していないが,一般に

函内ほ10～15DC程度温度が昇るので, 断器単独での

温度上昇限渡ほ15eCを減じて考えるのが普通である｡

NEMA,ASA でほ函内温 15DCをあらかじめ考慮に

入れて周囲温変を550Cとして温度上昇限度を規定して

いる｡この比較を弟2表に示す= 日立気中 断器では上

記各規定に従って第l表の値を保証することができる｡

また定格電流の最小値ほ,直列過 流引外線輪に故障

流が流れる際の,熱的機械的耐力によって定まるもの

で,弟3表に示すように瞬時引外,

電流素〒端子

シャント

限時引外によってその値ほ異なる二

4.横道

出形低圧気中

示すように,本体,

流引外

の大要

断器は第3図に

操作機構,過電

置およびそのほかの付属装

置が,小形コンパクトにまとめられ

ている｢.
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面に手動把手をつけて,メタルクラッ

ドに収納した状態で手動操作が容易に

できるようになっている.｡

引外ほ電圧引外を標準とし,前面に

手動引外押ボタンを備えている｡

4.4 直列過電流引タト装置

過電流引外装置ほ短絡と過負荷との

きるよう,夜勤式のもの

を各和ごとiこ1個取り付け,瞬時,長

時限,毎時限のうちいずれか2要素を

復帰忘]
ノ

千動投入ハンドル

引外量口 操作魅電畏

第4図 3DCB50形 構 造 図

4.1 ポールユニット

本体接触部は各相ごとに絶縁モールドベース上に組立

てられ,ポールユニットが構成される.｡モールドベース

は短絡時の大きな電磁九 および操作力に耐えるよう十

分な機械的強度を有している｡

主接触子ほ数個のピースよりなり,接触部はすべて鋲

板による鋲一銀接触としてある｡また通電時に形成され

るループ回路の 磁力が接触圧力を増すように配置され

ているので,通電容量が大きい｡

補助接触手は電弧接触子のほか中間接触子をそなえ,

いずれも銀タングステンの焼結合金を使用してあるので

断時の損傷が少ない｡

4.2 アークシュート

アークシュートはモールド製ケースの中に特殊耐熱性

磁器側板と,消弧グリッドが配置され,電弧に触れる部

分はすべて耐熱性磁器を使用しガスの発生が少ないの

で,アークシュート内のガス圧の増加も少なく,アーク

シュートケースが 孤によって損傷をうけるようなこと

がない｡耐熱性磁器には耐熱性,熱伝導度,機械的強度

などにすぐれたジルコン素地が用いてある｡消弧グリッ

ドほ 弧を引き伸し冷却する効果をもち,熱伝導のよい

磁器側板との組合せにより,

冷却されて消孤される｡

孤は急速に引き伸され,

アークシュートは簡単に着脱できるようになっている

ので点検が容易である｡

4.3 操作横構部

操作機構ほ前記第3図のように,ポールユニットの絶

縁ロッドとクロスバによって本体と連結され,デッドセ

ンターおよびローラフックを利用したリンク機構によっ

て構成されている｡

電気操作は直流

自由となっている｡

磁石操作式とし,電気的機械的引外

また3DCB25,3DCB50形では前

選ぶことができる｡3極の 断器では

中相と両端相の引外装置の特性を変え

ることにより,3要素時限の整定が可

能である｡長時限および短時限は油ダ

ッシュポットにより反時限特性を得,

ヒ】ストンほ温度補正を考慮に入れた構造とし,油にほシ

リコンオイルを使拝=ノてあるので,温度変化による時限

誤差ほきわめてわずかであるこ またダッシュポットには

ノンリターンバルブを付Lてあるので.動作後の復帰ほ

急速に行われる二弟5図は過電流引外装置の外観を示

したっ

4･4･1瞬時引外特性

瞬時引外ほ回路の短絡保護を目的とするもので,

流整完ほ定格 15倍を目盛り可調整とし,必

要によってほ両目盛の中間値に整完することもできる

ようになっで一､る〔瞬時引外による開極時間ほ約3～

である二

4･4.2 長時限引外特性

長時限引外は過負荷保護を目的とし,電流整屈は定

格電流の凱100,1犯140,160%を月盛り,時限整

定は整完電流の600.%における時限をとり5,15,30秒

としそれぞれ可調整としてある二長時限引外特性を弟

る図に示す二.

なお.単一電動機負荷における

I ●

第5図 過電流引外

装置

断器定格電流の選

定は,保護範囲の点から全

色荷電流の115%以上で,

かつ長時限目盛の80%目盛

値が全負荷電流の125%以

下になるようにすることが

望ましい｡

たとえば電動機の全色荷

電流が242Aの場合

定格電流ほ

242Axl.15=278A 以上

80%目盛が

242Axl.25=302A 以下

すなわち100%目盛(定
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格電流)が

302Ax
100

80 =378A以下

よって 278Aく定格電流<378A となり,

300Aが適当ということになる｡

4.4.3 短時限引外特性

短時限引外は電動機のロックドロータ保護および主
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第41巻 第2号

l.1l･■.. 断審問に時限協調を必要とする際

に用いられる要素で,電流整完は定格 流の5倍,7.5

倍,1.0倍とし,時限整定は整定電流の300%において

0.1,0.24,0.4秒を目盛ってある｡短時限引外特性を

弟7図に示す｡

以上3桂の時限要素を組み合わせることにより,目

的に応じた選択保護を行うことができるようになって

いる｡3元要素引外 性の一例を弟8図に示す二

4.4.4
一次および二次コンタクト

主回路端子ほ第9図に示すようなチューリソフ｢コン

タクトとし,操作回路ほ摺動式の二次コンタクナとし

てある｡二次コンタクトはモールド製ベースに接触子

が組み込まれ良好な接触を保つようになっている｡
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4.4.5 付属装置

標準形の3DCB形 断器では,

操作機構,過電流引外装置のほか,

下記の付属装置を具備している｡

(1)補助開閉器(5a+5b)

(2) 自動 断警報接点(1回

路)

(3)ロックアウト

(4)警報およびロックアウト

の復帰抑ボタン

(5)引外押ボタン

なお必要な場合ほ下記のものも

装備することができる｡

(6)補助開閉器(10a+10b)

(7)不足電圧引外装置

汽i式 J〟J一方

板碑気正造断罠._テ抑-〟

第10国 東北電力株式会社上野尻発電所納 低圧

メタルクラツド

第11図 三菱ボンネル株式会社広島工場納

300kVA パワーセンター

r籠｢イ 仰げ㌣梁

第12[召 低圧イ ラhノルタ
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ノドの概略寸法

5.低圧メタルタラッド配電盤

低圧配電設備用開閉装置として最近とみに重要視され

るAC600V メダルクラッド配電盤は,前述の 3DCB

形気中 断器を立体的に小形コンパクトに収納装備Lた

もので,ノミワーセンタ式配電設備として変圧器との組合

せ設置,あか〉･は別設置いずれも自由なものである.｡低

虻メタノンタラ
ノド配電盤の外観の一例を第10,11図に

示す｡.

低圧メタルクラ･ソド配

である-.

盤の主な特長は下記のごと㌧･こ

り.)掘付面積が′J､さいので,負荷中心部のせまい場

所に容易に設置できる｡

-2)各種インターロックが完備されているため,保

勺てが安全容易である

(3)各ユニットごとに接地金属板で仕切られている

ため万一の場合も 故の拡大を防ぐことができる二

トま)■完全に工･場組立による全装可搬形のため,据付

か簡単で工事期間を短縮できる｡

(5)軽々の用途に応じた標準設計が用意されている

ので,配電設備の計画が簡単である｡

(6)

ラ~~Lて1,.1乙ため,保護継

複動式過 流引外 置が具備さ

器が必要でなく盤面が単純化

できる一.

弟12図に低圧メタルタラッ

外形寸法を示す二J

標盤電配バト ユニツ ナの

以下低圧メタルクラソド配電盤の碍造について述∴こ

5.1引出捜構

引出方法ほ水平操作式で, 断器は固定側レール上に

ローラで支持されており,引出押込の操作は手動レバー

またほノ~､ンドルで簡単に操作ができる｡ 断器の一次

二次コンタクトほいザれも前述のように自動連結式であ

る.｡



230 昭和34年2月 日 立 評 第41巻 第2号

5.2 インターロック

断器ほ閉路していなければ,引出押込ができぬよ

う,完全に機械的インターロックを施してある｡閉路し

たまま 断据を引出そうとしても,自動的にIリ

ップするので誤操作による危険がない｡また過電流引外

装置によって自動 断した際ほ,ロックアウト機構によ

って操作機構がロックされるので,故障の回復していな

い回路を って投入する危険がない｡

5.3 試験位置

気中 断器を挿入した状態の運転操作位置,完全に引

出した断路位置,および一次コンタクトが開で二次コン

タクト閉の試験位置の3位置があり,いずれの位置でも

断器を固定し扉を閉じておくことができる｡

試験位置は 断器の操作試験および回路のシーケンス

テス†などを行うためのもので,遠方操作用制御回路ほ

閉路して,枠に装置された操作押ボタン開閉器が接続さ

れ簡単に試験ができるようになっている｡

断器位置と接点開閉の関係を弟4表に示す｡

5.4 遮断器室

断器室は 断器の容量により2～4段積みでユニツ

トを形成し,各函問および後部の母線,ケーブル室とほ

接地金属板で仕切られ,換気スクリーンを備えている｡

気中 断器をメタルクラッドに収納した場合は開放形

と異なり接地金属板までの距離が近いので,

するイオン化ガスの影響を考慮,

ト上部に金属板をおいて .一爪

断時発生

断器のアークシュー

験を行い十分に安全であ

ることを確めてある｡弟2図オシログラムにその状態を

示す｡

5.5 母線ケーブル室

母線ケーブル重は 作され,組み

立てて一体となる｡したがって容量の異なる 断器の並

列も容易で,程々の母凝容量およぴケーブル引出方向な

どの要求にも応じることができ,低圧回路としてのフレ

キシビリティをもっている｡.

5.d 気中遮断器リ7クー

気中 断器は完全な互換性をもっているのでリフクー

を用いて交換が容易である｡リフターの構造弟13図に

示すように回転日在な移動率輪台と昇降式架台とからな

り,上下いずれの段からも容易に気中

る構造としてある｡

d.結 言

断器を引き出せ

以上日立引出形低圧気中遮断器および低圧メタルクラ

ッド配

気中

盤について,性能と奉 造の大要を述べた 本が

断器収納の低圧メタルクラッド配電盤ほ,発電所

の低圧回路集中制御用のみならず,一般産業工場動力用

としても非常に好適でパワーセンター式配 設備の進出

第4表 遮断器位置と接点との関係表

主回路一次コンrタクト

往こ〔〕印…‥･閉路

X

0
0

X印=…･開拓

第13図 気中遮断器リフター

とともに,今後の発展が期待できる一二

本文が低圧酉己 備の計画をされる方々に,参考の一

助ともなれば幸いである.ご
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